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第
１０
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
お
き
な
わ
り

―
―
や
っ
た
ね
〃
¨
小
川
明
石
さ
ん
５
位
入
賞

―
―

１１
月
１５
日
～
１７
日
、
全
国
か
ら
五
二
〇
名
の
選
手
と
、
お
隣
の
国
、
韓
国
と
米
国

（沖
縄
基
地
）
チ
ー
ム
も

参
加
し
て
、
ス
ポ
レ
ク
祭
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
沖
縄
県
具
志
川
市
で
開
催
。
埼
玉
県
か
ら
は
１０
名

の
選
手
が
参
加
し
、
小
川
明
石
さ
ん
が
５
位

（女
性
で
は
最
高
位
）
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

監

督

石

井

健

治

埼
玉
県
と
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り

『き
ら
め
く
ち
ゅ
ら
う
み

ふ
れ
あ
う
げ
ん
き
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典

『
第
１０
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
』
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
大
変
有
難
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
会
開
催
県
沖
縄
の
県
民
あ
げ
て
の
歓
迎
と
心
温

ま
る
具
志
川
市
民
の
大
会
運
営
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等

で
全
国
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
選
手
や
市
民
と
の
温

か
い
交
流
と
友
情
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
海
に
接
し
、
私
の

人
生
の
巾
で
人
変
思
い
出
の
多
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
感
激
を
多
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

の
皆
ざ
ん
に
伝
え
て
、
多
く
の
人
達
が
体
験
で
き
る
よ

う
活
動
が
よ
り

一
層
活
発
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

蓉

市

小

川

明

石

沖
縄
県
民
と
埼
玉
県
協
会
役
員
の
皆
様
の
親
切
で

心
温
ま
る
思
い
の
中
、
緊
張
感
と
ス
マ
イ
ル
演
出
の
プ

レ
ー
で
、
見
事
人
賞
で
き
ま
し
た
事
は
心
か
ら
嬉
し

く
、
ま
だ
夢
の
様
で
す
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
１
ぺ
―
ジ

と
な
り
ま
し
た
。

中扇

市

吉

野

輝

男

不
本
意
な
成
績
で
し
た
が
、　
一
番
の
成
果
は
グ
ラ
ウ

）

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
皆
様
と
仲
間

に
な
れ
た
こ
と
で

す
。

沓

市

斎

藤

力

夫

め
ん
そ
―
れ

一
ス
ポ
レ
ク
お
き
な
わ
９７
」
は
復
帰
三
―

た
周
年
記
念
を
祝
う
沖
縄
の
心
意
気
が
随
所
に
盛
り
込

ま
れ
、
感
動
感
激
の
連
続
で
し
た
。
こ
の
体
験
を
地
元

に
持
ち
帰
り
仲
間
達
に
伝
え
、　
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
奮
起
を
促
す
と
と
も
に
、
自

分
も
五
年
後
を
日
指
し
て
、
も
う

一
度
ト
ラ
イ
す
べ
く

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
須
市

書
処
巻
一　
　
一清

素
晴
ら
し
か

っ
た
―

「
ス
ポ

レ
ク
お
き
な
わ
９７
」

に
参
加

で
き
、
光
栄

で
し

た
。

量

村

木

村

清

吉

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
に
参
加
が
夢
で
し
た
の
で
、
と
て

も
よ
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
健
康

維
持
に
注
意
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
、
生
涯

ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

岩
槻
市

津
久

田

　

昇

め
ん
そ
―
れ

「
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
で
始
ま

っ
た

『
ス

ポ
レ
ク
お
き
な
わ
９７
』
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
仲
間

が
、
全
国
か
ら
集
ま
り
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
、
よ
い
思
い
出
が
で
き
有
り
難

う
ご
ざ

い
ま

し

た
。

一

蓉

市

八

木

岩

男

那
瑚
市
に
て
総
合
開
会
式
、　
一
万
人
の
選
手
が
参

加
、
素
晴
ら
し
い
多
く
の
仲
間
が
で
き
楽
し
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
ま
し
た
。
笑
顔

・
感
動
、
６
年
後

に
は
、
も
う

一
度
ス
ポ
レ
ク
祭
に
行
き
た
い
で
す
。

袈

市

宮

本

玉

江

沖
縄
県
民
の
温
か
い
歓
迎
と
、
日
本
全
国
の
人
々
と

の
友
好
を
深
め
、
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
、
生
涯

忘
れ
ま
せ
ん
。

磐

市

堀

越

信

男

こ
こ
ろ
暖
ま
る
欲
迎
、
他
県
選
手
と
の
思
い
出
に
残
る

『出
会

。
交
流
』
、
ま
た
参
加
し
た
い
ス
ポ
レ
ク
祭
。

|

明
日
を
目
指
し
て

羽
生
市
Ｇ
Ｇ
協
会
会
長

植

竹

國

夫

悠
々
た
る
利
根
の
流
れ
に
沿
い
、
周
囲
に
緑
り
豊
か

な
田
園
を
巡
ら
し
て
、
田
山
花
袋

「
田
舎
教
師
」
に
青

縞

（藍
染
）
の
市
の
立

つ
町
と
紹
介
さ
れ
、
近
年
は

「衣
料
の
街
」
と
共
に

「県
立
水
族
館
」
、
天
然
記
念
物

「
ム
ジ
ナ
モ
」
の
自
生
地
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

羽
生
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
は
、
県
協
会
の
先

輩
方
の
ご
指
導
の
下
に
、
平
成
９
年
度
は
県
会
員
百
二

十
四
名

（上
級
指
導
者
十
七
名
）
他
愛
好
者
を
併
せ
て

十
二
グ
ル
ー
プ
四
百
二
十
名
と
な
り
、
春
秋
年
二
回
の

大
会
を
催
し
、
三
百
五
十
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

更
に
普
及
に
努
力
し
、
上
級
指
導
者
を
中
心
に
、
研

修
会
を
開
き

「技
術
の
向
上
」
と

「
マ
ナ
ー
」
の
徹
底

を
図
り
、
い
つ
の
日
に
か

「埼
玉
に
羽
生
あ
り
」
と
の

夢
を
胸
に
秘
め
て
協
会
員

一
同
、
明
日
を
目
指
し
て
精

進
と
努
力
を
重
ね
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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5回
ゴルフ

東 京 大 会
いつも爽やかグラウンド・ゴルフ
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わが町のグラウンドゴルフ

月対|1田IGG協会 会長 島  田 重  郎

グラウンドゴルフを始めてから9年目、年齢でい

えば小学校の4年生ですが、県GG協会・町GG協会

関係者の皆様のご指導をしヽただき会員たちも驚く程

に成長して参りました。

春秋二回大会を開催し、旧町村単位に四支部あつ

て独自に大会を持つたり、練習も予定を組み熱心に

続けております。その成果のあらわれか本年秋の大

会では、ホールインワン2本の打者が6人も出て、み

んなびつくり仰天。

いまや、友が友を呼んで愛好者の輪が全町に広が

り、区長会でも取り上げていただき大会を持つよう

になりました。

12月 9日には、町主催、老連共催で協会は主管と

して協力し、高齢者親善グラウンドコ
｀
ルフ大会が行

われました。―般からも多数参加をいただき、素晴

らしい「ふれあい大会」となりました。

我が月JII町のグラウンドコ
｀
ルフ、またグラウンド

ゴルフ協会の運営は役員はじめみんなが協力しあつ

て、現在は県の登録人数は 143名ですが、愛好者は

もつともつと多いので益々の発展を願いつつ、登り

街道を順調に進んでまいります。

十
月
十
八
日

（土
）
関
東
大
会
出
場
の

為
に
朝

一
番
の
電
車
で

一
路
東
京
辰
巳
ヘ

木
曜
日
ま
で
雨
予
報
で
し
た
。
今
日
は

天
気
が
良
か

っ
た
の
で
目
覚
め
が
頗
る
良

か

っ
た
。

会
場
の
辰
巳
海
浜
公
園
に
つ
い

た
の
は
八
時
ご
ろ
だ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
す
で
に
役
員
さ
ん
を
始
め
、

数
百
人
の
選
手
が
見
え
て
お
り
ま

し
た
。　
一
都
七
県

八
百
名
近
い
選

手
の
開
会
式
。
後
方
の
人
達
は
ス

ピ
ー
カ
ー
の
間
こ
え
が
悪
い
の
か
、

お
し
ゃ
べ
り
が
耳
障
り
で
し
た
。

埼
玉
県
の
方
は
い
な
か

っ
た
と
思

い
ま
す
が
？

い
ざ
ス
タ
ー
ト
ヘ
、
定
刻
ス
タ
ー

ト
を
願

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、

役
員
さ
ん
の
焦
り
等
、
迷
子

（自
分
が
何

処
に
い

っ
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い
）

も
お
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
て
し
ま
え
ば
楽
し
さ
の
余

り
笑
い
声
や
奇
声
な
ど
賑
や
か
な
も
の
で

し
た
。

９６
組
の
入
れ
替
え
に
も
若
千
の
時

間
を
費
や
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
役
員
さ

ん
の
お
骨
折
り
は
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま

す
。
と
も
か
く
３
ゲ
ー
ム
を
消
化

‐‐

し
、
日
没
を
気
に
し
な
が
ら
の
表

彰
式
、
抽
選
会
。
閉
会
式
も
終
了

し
解
散
と
な

っ
た
時
は
夕
映
え
の

美
し
い
空
は
な
く
薄
暮
が
迫

っ
て

お
り
ま
し
た
。

一
言
口

東
京
の
役
員
の
皆
様
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（Ｇ
）

第

ド．

度

ンウ

年

ラ９
酵

成
剌

平
関

から」
春日音BGG連盟

青 柳

会長

啓 治   
「

今年の後半から、組織の拡大と強化を図るため

に地域毎にグラウンドゴルフ教室を2回、役員及

び指導員の協力により開催しました。今後とも普

及活動に力を入れると共に指導者の育成と資質の

向上を図り、役員及び普及指導員の方々に益々の

ご協力をお願いしていくつもりです。

中高齢者の適度の運動は歩 く (ウ ォーキング)

ことで、楽 しみながらよく歩くグラウンドゴルフ

は健康維持と増進、更に「寝たきり老人」にならな

い。させないための最高のスポーツとして国民健

康保険医療費の削減につながるものと13年間の

体験から確信を深めています。

連盟のモットーは「たのしく」で、常に大きな笑
い声が聞こえてくるような雰囲気のグラウンドゴ

ルフでありたいと思います。

第九回県大会を成功させて・¨

Jり |1辺町 GG連盟会長 野 口 善 吉

北
川
辺
町
は
、
利
根
川
と
渡
良
瀬
川
に

挟
ま
れ
た
、
水
輪
の
町
、
ま
た
最
近
は
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
オ
ニ
バ

ス
」
が
四
十
年
ぶ
り
に
町
内
の
水
路
で
見

つ
か
り

「水
輪
の
ま
ち
」
に

ふ
さ
わ
し
い
と
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
会
場
と
な

っ

た
渡
良
瀬
総
合
グ
ラ
ン
ド

は
東
京
ド
ー
ム
の
七
百
倍

と
広
大
な
渡
良
瀬
遊
水
池

の
中
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

２
面
、
サ
ッ
カ
ー
場
２
面
、

野
球
場
２
面
と
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ッ
カ
で
、
町
民
に
よ
る

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
健
康

促
進
の
イ
ベ
ン
ト
や
夏
の

花
火
大
会
も
豪
華
で
す
。

例
年
よ
り
早
い
台
風
７

号
の
た
め
、
使
用
す
る
野
球

場
の

一
部
が
膝
上
ま
で
冠
水
と
最
悪
の
事

態
と
な
り
ま
し
た
が
、
管
理
人
さ
ん
の
懸

命
の
排
水
に
よ
り
大
会
当
日
は
ま
ず
ま
ず

の
状
態
で
、
選
手
の
皆
様
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
薄
日
な
が
ら
も
好
天
気

に
恵
ま
れ
県
内
各
地
よ
り
県
大
会
優
勝
、

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
と
年
リ
ン
ピ
ツ
ク
出
場

を
目
指
す
四
四
八
名
の
選
手
に
よ
り
華
々

し
い
プ
レ
ー
、
楽
し
く
親
睦
を
深
め
る
プ

レ
ー
が
各
所
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
こ
れ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
す
。

８‐
才
の
神
川
町
の
新
井
克
巳
さ
ん

が
ス
コ
ァ
７３
打
で
優
勝
さ
れ
、
表
彰
式
会

場
か
ら

「
「お
め
で
と
う
」
の
嵐
の
よ
う
な

大
拍
手
が
お
き
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

夏
期
大
会

順
位
表

10987654321
石 望 飯 後 斉 飯 田斎 小新

井 月 野 藤 木 塚 □藤暮 井

慎 七 と計   富力芳 克
し

哉 郎 え之 晃 勇 男夫 秋 巳

加 行 皆 岩 岩 宮 熊大 深 神

須 田野 槻 槻 代 谷宮 谷 川

市 市 町市 市 町市 市市 町

78787776767675737373
打 打 打 打 打 打 打打 打 打
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1重謡のふるさと」のわか町 言|;

大不J根町 GG連盟 針 ヶ谷  宣   言
|

=  |

「童謡のふるさと」大利根町は、埼玉県の東北部に 三 11
あつて、利根川は最北部を西北より東に流れ、人にや 三 |

3と讐藉l艦
そして町民が主人公の町づく

 : ||
大利根町GG連盟は、平成10年に発足10周年を迎えよ ≡ ||
うとしておりますガ「イ可か記念行事を」と、今、会長 三 ||
以

菖量雷:百:し、日ま町長杯、渕ま会長杯、そして :|
地区大会、北埼大会、県大会などに参加し、町商工 ≡ 1           埼 玉 大 会

「童謡のふるさと」のわが町 :班丁添y[魂V;τ が いを ¬ た幾が る
開胸 る貸 お

°
人 コ と義

会、福祉大会などに指導も行つております。特に町 ≡ | 10月 19日 (日 ) 事クそあ否
グラウンドゴルフ専用場が設置されてより急速に普 ≡ | ツ  し ⌒  ■

^ 
フン ノ 'ノ ン |｀ コ ノL/ノ 寺 用 物 ノυl訳 EC4し ヽ い ツ 厄 秋 郵 ヽ 日  = |
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れ
る
拍
手
あ
り
、
歓
声
あ
り
で
会
場
は
盛

り
上
が
り
、
選
手
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
伺

わ
せ
る
大
会
で
し
た
。

今
大
会
は
地
元
の
私
ど
も
と
し
て
初
め

秋
空
の
下
、
第
八
回
埼
玉
県
秋
季
大
会

青
木

一
二
杯
が
さ
る
九
月
二
十
八
日
、
川

里
村
中
央
公
園
に
て
四
四
八
名
の
参
加
選

手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

静
け
さ
を
破
り
、
午
前
九

て
の
大
き
な
大
会
で
し
た
の
で
、
喜
び
、

と
ま
ど
い
、
そ
し
て
反
省
点
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
次
国
の
教
訓
と
し
て
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
達
夫
婦
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
出

会
い
、
ク
ラ
ブ
を
手
に
し
て
七
年
間
、
追

い
つ
追
わ
れ
つ
歩
み
続
け
、
今
日
、
共
に

参
加
し
て
大
き
な
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た

今
後
も
健
康
維
持
と
友
好
の
輸
を
広

げ
、
第
二
の
青
春
を
皆
様
と
共
に
歩
み
ま

す
。
競
技
も
無
事
に
終
わ
り
、
会
長
の
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
で
解
散
と
な
り
ま
し
た

秋
季
大
会

順
位
表

澤

　

　

博

杉

戸

町
　
７‐
打

藤
　
武
　
男
　
能
¨
谷

市
　
７５
打

本
　
光
　
男
　
北
川
辺
町
　
７６
打

□
　
鉄
　
雄
　
皆

野

町
　
７８
打

田
　
一暑
美
子
　
加

須

市
　
７８
打

井

省

一
郎

川

里

村

７９
打

田

正

造

岩

槻

市

８０
打

坂

利
三
郎

山石
槻

市
　
８０
打

沢

英

明

深

谷

市

８０
打

川

延

明

深

谷

市

８０
打

曹
榊蹴轡繹
鶉
け

村
　
　
〈ス
会
の
コ
ー
ト
は
Ａ
・

木
　
ＤＢ
尋博
耀
酬
「転崚」

副　
嘘載崚
」
飩
期
時
の効

¨
譜
獄
懸
駐
雖

川
　
情
で
し
た
。

ま
た
、
読
め
な
い
草
株
が

随
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
で
も

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
送
ら
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「藤
.と
麦わら帽子の街、春日

春日部GG連盟は昭和59年 9月 に日本GG協会理

事で、市レク協会長の故青木一三先生 (初代県協

会々長)の ご指導により、会員18名で創立し、今年

で13年になります。

昭和62年には市 レク協に加盟 し、顧間に就任 し

ていただきました。エチケットやルールには厳 し

いが、愛情あるやさしいご指導を受けました。

国立赤城青年の家での研修大会、第 2回全国交

歓大会指宿大会、第3回松本大会、第4回新城大会

などに参加 しました。平成 6年 9月 には創立10周

年記念大会を、東武鉄道とタイアップし鬼怒川に

て2泊 3日で盛大に開催 しました (88名 )

平成 9年から今までの支部組織を改め各地域ご

との独立 した組織にし、連盟の拡大とグラウンド

ゴルフの普及振興につとめています。

現在の会員数は270名位で、練習は地域毎に週 4

日3ゲーム(8× 3)行 い、60打数以下及びホールイン

ヮンの記録を取 り、各10名を年間表彰しています。

年間大会は、春季大会、年忘れ大会、市民大会を3

回、千葉県新松戸 GGク ラブ連合会と親睦交歓大

会を交互に開催 しています。

今年は、かんぽ健康増進大会を250名 の参加で開

催し、また市老人クラブ連合会のGG大会開催に

初めて協力 し、予想より非常に多くの参加者で本

当にに楽 しかったと感謝され、来年は2回以上開

催したいと協力を依頼されました。その他会員の

親睦大会を年間9回から10回開催しています。L____.____‐ ― ―‐― ―̈‐― ‐― ―̈ ― ― 一 ― ――― 一‐―
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我
ら
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
家
族
―

第
・。
回
記念
グ
ラウ
ンド
ゴ
ル
フ交
歓
大
会

二
重
県
四
日
市
市
大
会

九
月
に
入

っ
て
も
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
五

日
、
埼
玉
県
勢
一二
卜
名
は
東
京
駅
に
集
合
。
新

幹
線
に
て
名
占
屋

へ
。
バ
ス
で
名
古
屋
城
他
を

見
学
し
、
宿
泊
先
四
国
市
市

へ
。
夕
方
代
表
者

会
議
が
あ
り
ま
し
た
関
係
で
全
員
合
流
し
て
の

夕
食
と
な
り
、
明
Ｈ
へ
の
活
力
を
―

二
日
日
、
ド
ー
ム
で
の
開
会
式
。
ド
ー
ム
周

辺

（市
制
百
周
年
）
を
含
め
百
億
円
と
の
事
、

驚
き
ま
し
た
。

大
会
会
場
は
、
サ

ッ
カ
ー
場
、
野
球
場

（第

一
、
第
二
）
、
ド
ー
ム
。
午
後
は
雨
と
な
り
外
で

プ
レ
ー
を
さ
れ
た
方
々
は
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り

ま
し
た

（■
か
ら
ド
ま
で
ず
ぶ
ぬ
れ
）
。
最
後

の
ゲ
ー
ム
を
ド
ー
ム
に
移
し
て
プ
レ
ー
が
で
き

た
事
は
■
継
者
側
の
配
慮
に
感
謝
中
し
１１
げ
た

い
と
思
い
ま
す

（
一
部
で
は
不
公
平
と
の
声
あ

り
）
。

宿
泊
先
ま
で
は
約
四
十
分
程
で
す
。
車
中
の

会
話
は
、
タ
ラ
、
レ
バ
が
多
か

っ
た
よ
う
に
も

思
い
ま
し
た
。
人
浴
後
、
明
日
へ
の
活
力
を
と

夕
食
、
懇
親
会
。

三
日
日
の
ブ^
レ
ー
は
―
六
ホ
ー
ル
。
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
賞
の
み
で
し
た
の
で
持
さ
ん
狙

っ
て

お
り
ま
し
た
が
五
名
ほ
ど
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。同

ス
コ
ア
の
方
々
の
プ
レ
ー
オ
フ
も
あ
り
、

表
彰
式
で
は
文
部
大
臣
杯
を
受
賞
し
て
い
ま
し

た
。　
一
番
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は
、
抽
選

会
で
の
卜
万
円
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

）

四
日
日
は
、
観
光
と
し
て
バ
ス
で
鳥
羽
、
伊

勢
神
宮
を
参
打
し
、
名
占
屋
経
由
、
東
京

へ
。

千
八
百
名
程
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

企
画
運
営

（準
備
等
）
に
関
し
て
も

一
年
前
か

ら
多
大
な
ご
苦
労
が
あ

っ
た
も
の
と
推
察
致
し

ま
す
。
役
員
の
情
様
に
感
謝
中
し
た
げ
ま
す
。

）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
立
川
町
で
２‐
日
～
２２

日
の
両
国
に
行
わ
れ
、
町
長
は
じ
め
町
の
関
係

者
が
紫
晴
ら
し
い
盛
大
な
歓
迎
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
立
川
町
は
山
形
県
で
は

一
番
早
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
取
り
入
れ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の

一
番
盛
ん
な
町
と
聞
き
ま
し
た
。

競
技
場
は
３

‐―ｌｉ
あ

っ
て
、
と
て
も
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
交
流
大
会
で
は
埼
玉

県
選
手
は
残
念
な
が
ら
最
高
が
２８
位
で
し
た
、

ご
め
ん
な
さ
い
。

立
川
町
長
は
じ
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
関

係
者
の
告
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
よ
い
思

い
出
作
り
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
何
よ
り
も
個
々
の
人
生
の
人
事
な

時
間
を
や
か
に
す
る
、
ま
た
社
会
全
体
の
活
性

化
に
も
な
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
こ
れ
か
ら

も
人
切
に
し
、
広
げ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。′―

クし
，
磁
斃

「埼
玉
県
上
級
者
認
定
試
験
」

―

老
脳
の
目
覚
め
―

幸
手
市

小

林
　
久
右
衛
門

友
人
に
誘
わ
れ
て
、
平
成
３
年
の
春
よ
リ
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
仲
間
入
り
し
て
早
７
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
先
輩
役
員
の
方
か
ら

『
上
級
指
導
者
認

定
試
験
』
を
受
験
し
て
ほ
し
い
と
話
を
さ
れ

「試

験
」
と
い
う
二
文
字
が
老
脳
内
を
駆
け
め
ぐ
り
即

答
は
で
き
ず
２
～
３
日
の
時
間
を
か
け
て
よ
う
や

く
決
心
し
受
験
に
挑
戦
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
、フ
ツ
ク
と
の
明
み
合
い
が
始
ま
っ
た
が

試
験
と
い
う
文
字
が
脳
内
を
駆
け
走
る
、
そ
ん
な

老
脳
に
迎
え
た
試
験
の
日
が
や
つ
て
来
た
。

７
月
２７
日
、
第

一
日
目
の
午
前
は
群
馬
県
尾
島

町
の
Ｇ
Ｇ
場
で
先
輩
と
受
験
者
の
友
好
試
合
、
午

後
の
講
義
は
ル
ー
ル
の
解
説
、
指
導
者
と
し
て
の

心
得
等
、
明
日
か
ら
実
践
に
向
け
て
の
愛
用
等
で

指
導
者
と
し
て
の
任
務
を
重
く
感
じ
得
ま
し
た
。

実
践
に
於
て
は
そ
の
場
に
直
面
す
る
と
今
ま
で

や
っ
て
来
た
事
が
素
直
に
応
え
と
し
て
出
て
こ
な

い
自
分
が
情
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
う
し
て

二
日
間
ガ
過
ぎ
て
合
格
と
の
発
表
を
聞
い
た
時
に

我
が
耳
を
疑
っ
た
。
本
当
に
合
格
し
た
の
か
…
…

認
定
書
を
手
に
し
て
や
っ
と
実
感
を
感
じ

「指
導

者
」
と
い
う
三
文
字
を
大
切
に
老
脳
に
納
め
、
約

束
を
守
り
、
公
平
な
立
場
を
守
り
、
仲
間
を
大
切

に
た
の
し
く
ブ
レ
ー
で
き
る
よ
う
心
が
け

①
い
っ
て
間
か
せ
る

②
や
っ
て
見
せ
る

③
や
ら
せ
て
見
る

④
で
き
た
時
に
は
…
ほ
め
て
や
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
い
ブ

レ
ー
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。


